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次世代に土木の魅力を伝える次世代に土木の魅力を伝える

土木学会会長

近藤 徹

台風が常襲し、地震が多発する、我が国の

厳しい自然条件下、これら自然災害から人

の暮らしを守り、社会・経済活動を支える

基盤をつくるとともに、豊かで快適な生活

空間をつくるため、土木技術はその中心的

な役割を果たしています。この土木技術を

学問として体系的に支えているのが土木

工学です。 

土木学会ホームページ http://www.jsce.or.jp 
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土木工学とは土木工学とは

土木工学は国民の生活を安全にし、豊にす
る技術体系

橋梁･道路･鉄道･河川･ダム･港湾･宅地開
発･水道･下水道･都市公園･都市計画の計
画･設計･施工･管理

技術者は教育･研究･行政(国･都道府県･市
町村）･電力会社･鉄道会社･建設業･コンサル
タント等々、多方面で活躍

将来の日本は土木工学を必要将来の日本は土木工学を必要

地球温暖化は洪水･渇水を頻発

⇒防災インフラの整備

少子高齢化社会は社会保障負担に耐える高
効率経済社会に転換が必要

⇒高速ネットワーク・インフラの整備

⇒都市の再整備
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地球温暖化による予想地球温暖化による予想

低平地に都市が集中低平地に都市が集中
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先進国に比して低い治水安全度先進国に比して低い治水安全度

地球温暖化で洪水･渇水が頻発地球温暖化で洪水･渇水が頻発
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大型台風･高潮災害の激甚化大型台風･高潮災害の激甚化

局地豪雨の増大局地豪雨の増大
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高齢化社会の到来高齢化社会の到来

福祉負担に耐える効率経済社会の建設⇒高速交通ネットワークの整備
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国家予算歳入の推移国家予算歳入の推移
赤字国債が大きなウェート
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国家予算歳出の推移国家予算歳出の推移
義務的経費(国債償還費＋地方交付税＋
社会保障費）が大きなウェート

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

年度

金
額

(

億
円

）

歳出合計費

国債償還費

国債償還費＋地方交付税

国債償還費＋地方交付税＋社会保障費

公共事業費歳出入の推移公共事業費歳出入の推移

公共事業費財源から他の分野へ大幅流用

公共事業は国家財政赤字の要因ではない
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土木工学の特質土木工学の特質

先端技術ではないが、経験が反映する分野

安全で豊な国土･地域づくりに貢献できる貴
重な分野

現状の振れ過ぎた振り子は戻ってくる

土木技術者は技能者(土木作業員）ではない
工場の技術者と工員は異なるのと同じ

現場に足を運んだ技術者が大成

次世代の技術者の活躍に期待

 第 23 代土木学会会長 青山士のモットー 
「私はこの世を私が生まれて来たときより良く

して残したい」（内村鑑三「求案録」）を実行 

 

 小泉信三「平生の心がけ」より“国土の姿” 
「吾々もこの国土を、吾々が受け取ったままのも

のとして子孫に遺すのは、恥じなければならぬ。

今は吾々が吾々の子孫に継がせる、この日本の国

土のために、この全能力を傾けるべきではない

か」 
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次世代に土木の魅力を伝える次世代に土木の魅力を伝える

土木学会会長

近藤 徹

御清聴有難うございました


